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会  議  録 

会 議 名 第２６期小金井市公民館企画実行委員の会議 第１回 

事 務 局 公民館 東分館 

開 催 日 時 令和２年８月４日（火）午前１０時～１１時４０分 

開 催 場 所 公民館東分館 集会室Ａ・Ｂ 

出 席 委 員 稲垣委員 柏倉委員 熊野委員 高坂委員 長坂委員 矢部委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 鈴木分館長 浅香  

傍 聴 の 可 否 可 傍聴者数  なし 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 
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はじめに 

１ 委嘱状伝達 

２ 自己紹介 

３ 公民館や企画実行委員制度等の概要・抜粋説明 

４ 議 題  

（１）記録の確認  第２５期第２２回会議録・・・別紙 

（２）報告事項   

（３）審議事項 

① 令和２年度事業について 

ア 年間事業計画 

イ 少年教育事業「ひがし子ども囲碁教室」 

ウ 高齢者学級「くりのみ学級」 

エ 市民講座 歴史伝統文化に関する講座「次世代に語り継ぐ戦

争と平和～秘匿されたプロジェクトの行方～」 

オ 市民講座 専門的知識や教養に関する講座 「2030 年のみら

い社会～５ＧやＡＩ、ビッグデータ、自動運転で街や生活、

働き方はどう変わるのか～」 

カ 市民講座 社会的・現代的課題講座「ＳＤＧs で変えるコロ

ナ後の経済」 

キ 市民講座  国際理解講座「中央ヨーロッパの世界遺産～チェ

コ・スロバキアを中心に～」  

ク 市民講座 地域課題・研究講座「小金井とごみ問題」 

ケ 成人学校  地域子育て応援講座「赤ちゃんＣafe」 

コ 成人学校 親子対象講座「親子で楽しむ人形劇～さんびきの

こぶた～」 

サ 成人学校  子育て世代対象講座「布で作るみつろうラップお 

洒落に楽しむエコライフ～」 

シ 成人学校 子育て世代対象講座「シンプルライフを楽しも 
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う～ゆとり・豊かな日々の生活～」 

ス 成人学校  音楽芸術鑑賞講座「情熱のフラメンコライブ～ン 

ダルシアからの贈り物～」 

セ 成人学校  教養知識を高める講座１「彫って押して楽しい！ 

  消しゴムハンコ」 

ソ 成人学校  教養知識を高める講座 2「そこが知りたい！相続 

と贈与」 

タ 成人学校  健康講座 健康講座「混迷の時代を生き抜くメン 

タル力」 

チ 成人学校 図書館連携事業「スマホ・ゲームに夢中な子ども 

を本気で本好きにしたい保護者セミナー」 

ツ 男女共同参画講座「そのとき親を誰が介護するのか」 

テ 東センターまつり（秋季開催）   

（４）会議日程 

９月１日（火・休館日）午前１０時から１１時まで 

 集会室Ａ・Ｂ 

１０月６日（火・休館日）午前１０時から１１時まで 

 集会室Ａ・Ｂ 

１１月１０日（火・開館日）午前１０時から１１時まで 

集会室Ａ・Ｂ 

（５）その他 
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会議内容（要旨記録） 

司会進行：稲垣委員 

はじめに 

１ 委嘱状伝達 

  ・鈴木分館長より各委員に委嘱状の伝達が行われた。 

２ 自己紹介 

  ・６人の委員及び職員２人より自己紹介があった。 

３ 公民館事業や企画実行委員制度等の概要説明 

  ・鈴木分館長から社会教育法や小金井市公民館条例、企画実行委員制度、講座の企画

などについて説明があった。 

・企画実行委員からあがったテーマをもとにコーディネートしていくことや講座当日

は会場準備や片付けなどの協力の依頼があった。 

 

４ 議題 

（１）記録の確認 

・第２５期小金井市公民館企画実行委員の会議第２２回(７月７日開催)の会議録を

配布し、修正等あれば１０日程度の間に事務局までお知らせいただきたい。 

（２）報告事項 

  ①公民館運営審議会   

  ・７月１６日（木）は新型コロナウィルス感染症対策のため、各館の分館長は不在 

   の状況で開催され、公民館の中長期計画について検討されたことが報告された。 

 

（３）審議事項 

① 令和２年度事業について 

ア 年間事業計画 

・今年度に予定されている講座の予定は、配布した表にすべて記入されているが、

日程が未確定な講座については、後日調整することを報告した。 

イ 少年教育事業「ひがし子ども囲碁教室」 

   ・新型コロナウィルス感染症対策として、子ども囲碁専用の碁石１０セットを購入。

実施要項を配布。９月５日からの開催に向け、参加者には８月末に参加の際の案

内書を送ることを報告した。 

ウ 高齢者学級「くりのみ学級」 

   ・実施要項とチラシを配布。３密を避けるために、各回の企画委員の参加は３名程

度とする。ただし、初回と最終回は全員参加を基本とすることとした。受付名簿

には当日の体温の測定有無の欄を設け、当日受付にて聞き取りを行う。未測定者

は、事務所にて検温を行う。また、アルコール消毒は適宜対応する。今年度は、

学級参加者による準備と片付けは行わないことを決定した。 

    応募多数の場合、８月１３日に実行委員立会いの下で抽選を実施する。 

エ 市民講座 歴史伝統文化に関する講座「次世代に語り継ぐ戦争と平和～秘匿され 

たプロジェクトの行方～」 

・実施要項を配布し、第３回目の野外研修が見学先の休館にされ伴い中止となった 

ため、公民館での座学に変更したことを報告し了承された。 

オ 市民講座 専門的知識や教養に関する講座 「2030 年のみらい社会～５ＧやＡ

Ｉ、ビッグデータ、自動運転で街や生活、働き方はどう変わるのか～」 

   ・実施要項を配布担当し日程の変更を確認した。企画実行委員は、柏倉委員と熊野
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委員に決定した。定数に達しない講座も、感染予防の見地から当日の参加申し込

みには応じないことを確認した。  

カ 市民講座 社会的・現代的課題講座「ＳＤＧs で変えるコロナ後の経済」  

   ・実施要項を配布。担当の企画実行委員は、稲垣委員と高坂委員に決定した。 

キ 市民講座  国際理解講座「中央ヨーロッパの世界遺産～チェコ・スロバキアを中

心に～」 

   ・実施要項を配布し、日程の変更を確認した。担当の企画実行委員は稲垣委員と長

坂委員に決定した。 

ク 市民講座 地域課題・研究講座「小金井とごみ問題」 

   ・浅川清流環境組合の見学受け入れが不確定なため、講座の内容ならびに日程も未

定であることを報告した。 

ケ 成人学校  地域子育て応援講座「赤ちゃんＣafe」 

   ・実施要項を配布。春に開催予定だった講座が、講師はそのままで９月１７日から

開始することを報告した。 

コ 成人学校 親子対象講座「親子で楽しむ人形劇～さんびきのこぶた～」 

   ・実施要項を配布し、前回の会議の通りであることを報告した。 

サ 成人学校  子育て世代対象講座「布で作るみつろうラップ～お洒落に楽しむエラ 

   イフ～」 

・実施要項を配布し、前回の会議の通りであることを報告した。 

シ 成人学校 子育て世代対象講座「シンプルライフを楽しもう～ゆとり・豊かな

日々の生活～」 

・実施要項を配布し、前回の会議の通りであることを報告した。 

ス 成人学校  音楽芸術鑑賞講座「情熱のフラメンコライブ～アンダルシアからの贈 

り物～」 

・実施要項を配布し、日程の決定を報告した。担当の企画実行委員は柏倉委員と熊

野委員に決定した。 

セ 成人学校  教養知識を高める講座１「彫って押して楽しい！消しゴムハンコ」 

・実施要項を配布。年齢層を二つに分けて、違う内容で２度（各２回）開催するこ

とを報告した。担当の企画実行委員は若年層の回・矢部委員、シニア層の回・柏

倉委員に決定した。また、30・40 代を「子育て世代」と表現するのは、参加者

を限定するイメージがあるのではないかという意見が出され、今後の課題とする

こととした。 

ソ 成人学校  教養知識を高める講座 2「そこが知りたい！相続と贈与」 

   ・実施要項を配布し、日程が決定したことを報告した。担当の企画実行委員は稲垣

委員と長坂委員に決定した。 

タ 成人学校  健康講座 健康講座「混迷の時代を生き抜くメンタル力」 

   ・実施要項を配布し、講師と日程が決定したことを報告した。担当の企画実行委員

は熊野委員と長坂委員に決定した。 

チ 成人学校 図書館連携事業「スマホ・ゲームに夢中な子どもを本気で本好きにし

たい保護者セミナー」 

   ・実施要項を配布。日程については未定であることを報告した。 

ツ 男女共同参画講座「そのとき親を誰が介護するのか」 

   ・実施要項案を配布。日程、講師ともに未定。東包括センターと打ち合わせをした

ことを報告した。 

テ 東センターまつり（秋季開催）  

   ・今年度は、新型コロナウィルス感染症拡大予防のため、正式に中止となったこと

を報告した。  

（４）会議日程 
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９月１日（火・休館日）午前１０時から１１時まで 集会室Ａ・Ｂ 

１０月６日（火・休館日）午前１０時から１１時まで 集会室Ａ・Ｂ 

１１月１０日（火・開館日）午前１０時から１１時まで 集会室Ａ・Ｂ  

（５）その他 

   ・委員よりインターネットを使った講座を実施したほうがよいのではといった意見

があった。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 


